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１．序論 

1.1. 研究の背景と目的 

近年，堤防整備と土地開発が進んだことにより，

水害は外水氾濫から内水による浸水に変化している．

そのため，堤防が決壊し，水が住宅地に流入すると

いった水害イメージを持てない住民が増えてきてい

る．しかし，令和元年台風第 15 号・台風第 18 号は，

全国各地で堤防決壊など甚大な被害を起こしており，

いつ想定外の水害が起こるかはわからない．また，

令和元年 8 月の前線による大雨の影響で，九州北部

地方を中心に記録的な大雨を観測し，佐賀駅では内

水による被害が発生している．今後は，激甚化する

水害対策として，これまでの対策を改めて検証し，

共有・継承していく必要がある． 

そこで本稿では，大野川流域に位置し，古くから

外水氾濫の被害が発生している大分市高田地区を対

象に，過去の文献調査や水害対策の特徴を有する建

物調査を行い，その特徴や分布特性を把握すること

を目的とする．  

1.2. 既往研究と本研究の位置付け 

既往研究では，大分市に流れる大分川・大野川の

災害リスクについて評価を行い，大野川流域の高田

地区において，河川氾濫時の浸水深さや避難施設の

配置状況の危険性を明示し，災害リスクが高いと評

価している（中湖・名古屋ら，2019）．また，地区の

過去の水害や対策，土地利用などから現在の地区の

水防意識の実態を把握するとともに，石垣や蔵など

の水害対策や堤防整備などにより，地区で水害が減

少したことで，住民意識が低下しているという課題

を示している（小倉，2015）． 

 これらの研究は，高田地区において災害リスクが

高いことや現在の水防意識を調査し，住民の防災意

識の課題を提示するにとどまっている．そこで本稿

では，高田地区の水害リスクを示すとともに，過去

と現在におけるより詳しい土地利用の変遷と水害対

策の特徴を，都市計画的視点も含めて明らかにする．

その上で，地区が抱える地域的課題を解決するため

の提案を行う． 
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２．研究対象地区について 

2.1. 高田地区の概要 

 高田地区は，面積 3.5 ㎢，人口 6,517 人，世帯数

2,854 世帯であり（大分県ホームページ，2020），堂

園，常行，関門，南，下徳丸，鶴瀬，上徳丸，亀甲

の 8 地区に分かれている．東西に伸びる道路の北側

は市街地であり，比較的新しい住宅地が形成されて

いる．南側は市街化調整区域に指定されており，昔

ながらの住宅があるほか，農業地として使われてい

る．また，囲堤が存在し，「高田輪中」とも呼ばれて

いる． 

 

2.2. 大野川の概要 

 流域面積 1,465 ㎢，流域内人口 21 万人であり，大

分・熊本・宮崎の 3 県にまたがる一級河川である（国

土交通省，2020）．上中流域では両岸に河岸段丘の絶

壁があるため，降った雨のほとんどが下流域の戸次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

や高田まで流れることで水害が起きていた．特に， 

高田地区で川の流れが変わり水勢が衝突するため，

鶴瀬地区等で堤防決壊の被害が多発していた（兼子，

1997）． 

 

３．高田地区の水害履歴と対策 

3.1. 過去に甚大な被害が発生した水害 

高田地区における近年発生した水害を表 1 に示す

（高田公民館，2012）． 

（1）明治 26 年 10 月 14 日の水害 

高田地区で水量 10ｍを記録した．死者 84 名，流

家 93 戸，破堤は鶴瀬・鵜猟河瀬堤防，丸亀久田新田

堤防など 9 か所で起きた．当初の大野川治水事業の

計画高水量に指定された． 

（2）昭和 18 年 9 月 20 日の水害 

 明治 26 年の水害を超える水量を記録した．高田

地区では，鶴瀬の堤防崩壊し，死者 18 名（うち高田

小児童 4 名．鶴崎小児童 2 名溺死），流家 32 戸，高

田橋・鶴崎中校舎流出するなどの被害が起きた． 

（3）平成 5 年 9 月 3 日の水害 

内水の被害を受け，床上浸水 84 戸，床下浸水 197

戸，非住宅 19 戸を記録した． 

 

3.2. 高田地区の水害対策（高田公民館，2012） 

高田地区には，昔から多発してきた水害から家や

人命を守るための独自の対策がある．文献（高田公

民館，2012）から引用し特徴を述べる． 

（1）サブタ 

サブタとは，水の流れをせき止める板の大型板の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 高田地区の位置関係図 

表 1 昭和 20 年以降の高田地区で発生した水害（国土交通省九州整備局，2018） 
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ことである．現在，丸亀の亀甲地区に 1 か所残って 

いる．幅 3 メートルの道路の両側の石垣に高さ 1 メ

ートルほどの溝を両側に掘り込み，これに厚板をは

め込む．洪水が集落内に流れ込むのを防ぐためだけ

でなく，せき止められた泥水は周辺の畑に流れ込み，

有機物を残してくれたとされている． 

（2）くね 

 くねとは，家屋の近くに植えられた大木のことで

ある（写真 1）．氾濫した際に流れてきた水の勢いを

収めることができ，家が浮き上がったとしてもこの

木で止まり流失するのを阻止できる．また水が押し

寄せてきたときに，この木に登ることで，命を守る

役割を担っていた． 

（3）石垣住居 

 石垣住居とは，度々の尻込みや内水の高さまで石

を積み上げてその上に家を建てた住居のことである

（写真 2）．さらに 1～2ｍ石垣を積み上げてその上

に倉を建て，食料品，衣類，貴重品などを保管して

いたとされている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．高田地区の変遷 

4.1. 居住地の変化 

現在のように，市街化される以前から高田地区に

居住する住民は，水害から家を守るためにやや小高

い自然堤防に家を建てていた．しかし，文献（高田

公民館，2012）によると，昭和 40 年頃より新たに移

住してくる人が増え，土地の低い旧河道を埋め立て

て家を建てたと記載がある．高田地区の地形と建物

の分布を重ね合わせたところ，地区の北側において

旧河道に建物がみられた（図 2）． 

 

 

 

「旧河道」とは，過去に川が流れていた低地であ

り，水害リスクが高い地形である．旧河道上に住宅

が立ち並んだのかを調べた結果，大分地区新産業都

市における大分市の合併と，高田地区の開田の成さ

れ方が要因であることがわかった． 

（1）大分地区新産業都市（小杉，1986） 

昭和 38 年，高田村が含まれていた鶴崎市など 7 市

町村が地区指定を受けて合併したことで，当時の新

大分市が形成された．その翌年に，大分市が新産業

都市に指定され，大分県中部臨海地域を中心に，そ

の周辺 25 ㎞圏を新産業都市とした．大分市では，産

業の基盤整備とともに，工場誘致が進められたこと

で，多くの労働者が移住してきた．また，臨海工業

地域に近いこの高田地区が住宅供給地となり，労働写真 2 石垣住居の様子 
 

 

図 3 高田地区における開田・廃田の様子 
 

 

写真 1 くねの様子 
 

 

図 2 高田地区の治水地形分類図 
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者が居住するようになった． 

（2）高田地区の開田の様子 

文献（高田公民館，2012）の情報をもとに，地区

の開田・廃田の様子を作成した（図 3）．地区では終

戦後にコメ不足に陥り，旧河道上を中心に開田され

ている．しかし，水田として開発したものの，旧河

道上は水はけが悪いことから，水田には適していな

かった．そこで，開田したものの使えずに放置され

ていた土地に，昭和 38 年の合併をきっかけに，人が

移り住むようになったと推察される．開田されたも

のの使えずに廃田となった土地に関しては，図 2 と

照らし合わせると旧河道上に沿っていることがわか

る． 

 以上のことが要因で，自然堤防などの小高い地域

に存在していた宅地が，新しい住民が移住してきた

ことにより，旧河道などの土地の低い場所にも住宅

地が広がったと考えられる． 

現在の高田地区では，治水事業が進んだことで，

外水氾濫による水害の被害はみられなくなった．し

かし，表 1 に示した内水被害が増加している．この

ような浸水が起きることとなった原因の一つに，旧

河道の土地利用の変化，すなわち宅地化が影響して

いると考えられる．開発前は旧河道などの低地に水

が流れ込むことで，内水を防いでいた．しかし，宅

地化による露地農地の減少と土地の保水能力低下が

進み，内水被害が発生するようになったとされてい

る． 

4.2. 住居の現況 

高田地区において実施した（2019 年 12 月 25 日，

12 月 27 日，2020 年 1 月 5 日）建物調査の結果を以

下にまとめる．石垣・盛土・倉庫の水害対策が存在

する住居を記録した．地域住民への事前ヒアリング

で，「地区にある昔からの建物については道路沿いに

玄関を配置せず，道路から離れた場所や道路と垂直

の場所に配置していた」ことを把握した．そこで，

水害対策がなされている建物については，玄関の位

置を可能な限り記録した． 

図 4 から，水害対策がなされている住居は，玄関

が道路に面していないことがわかる．また，地区に

存在する昔の家は，南側に玄関が配置されているこ

とが多い．この理由として，北側に「くね」を植え

ていたことが挙げられる．この「くね」とは 3.2 で

述べたように家が流されるのを防ぐ役割がある．水

は地区の南側から北側に流れ込んでいたため，家の

北側に植えられていた．そのため玄関は，家の南側

に配置されることが多くみられる．そこで，高田地

区全体で玄関の位置が道路に対してどのように配置

されているか，別に石垣住居，盛り土住居でそれぞ

れ集計したものを表 2 に示す． 

 

 

図 4 石垣・盛土・倉庫の分布（亀甲） 

表 2 水害対策住居における玄関の配置 

 

図 3 高田地区における開田・廃田の状況 
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表 2 より，水害対策がなされている建物では，玄

関の位置が道路に沿っていないことがわかる．特に

石垣住居の大半は，道路に沿っておらず，離れた場

所や道路に面していない場所に玄関が配置されてい

ることがわかる．また，盛土住居は石垣住居に比べ

て玄関が道路に沿っている割合が多い． 

次に，水害対策が施されている住居戸数と面積の

割合をまとめたものを表 3，4 に示す． 

表 3 の戸数割合では，全体的に石垣・盛土・倉庫

は非常に低いことがわかる．地区ごとにみると，地

区の北側にある堂園・関門・常行よりも，南側にあ

る南・上徳丸・鶴瀬・亀甲の方が水害対策の建物割

合が高いことがわかる．特に，石垣住居は北側と南 

 

 

 

 

側では戸数割合の差が大きく，盛土住宅にはあまり

戸数割合の差がみられなかった。下徳丸が地区の南

に位置しながら戸数割合が低いのは，下徳丸は地区

の中心であり，商業施設や学校が位置していること

が要因であると考えられる． 

表 4 の面積割合では，戸数と同様，地区の南側は

北側に比べて石垣・盛土・倉庫の面積割合が高いな

くなっている．また，下徳丸の面積割合が低いのは

商業施設や学校といった，水害対策の施されていな

い建物が多く位置しているからと考えられる． 

 

５．高田地区の地域的課題 

地区の変遷や現況を調べた結果，地区には 3 つの

課題が明らかになった．それらの課題を下記に示す． 

（1）住民の意識低下 

 地区は現在，治水が進んだことにより，過去頻繁

に起きていた外水氾濫はほとんどみられなくなった．

また前述した通り，昭和 40 年代以降の水害を知ら

ない住民が，旧河道上など水害リスクの高い地域で

暮らすようになってきている．高田地区の水害に対

する住民意識が低下しつつある今，いつ起きるかわ

からない想定外の水害を防ぐためにも，住民意識の

向上が求められている． 

（2）居住地の変化 

 居住地が微高地から旧河道に広がっていったこと

も，課題の一つである．旧河道上は水害リスクが高

く，居住地に適しているとはいえない．その上，低

地であった旧河道を埋め立てたことにより，露地農

地が減少し，内水の被害を受けるようになった．さ

らに，他の地域にも水害の被害が及ぶようになって

しまっている．これからの地区の居住地のあり方に

ついても，災害リスクを考慮しながら考えなければ

ならない． 

（3）輪中文化の衰退 

建物調査の結果から，水害対策住居が減ってきて

いることがわかった．また，建物調査の際に石垣が

崩れている住居も存在した（写真 3）．他の場所でも，

崩れたままの石垣が放置されている状況がみられた．

地区は，過去に頻繁に起きていた外水氾濫がみられ

なくなったことで，独自の輪中文化が衰退してきて

表 4 建物種別ごとの面積と割合 

 

表 3 建物種別ごとの戸数と割合 
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いる．加えて，水害対策住居が残っている地域は，

高齢化が進んでおり，将来的には空き家が増えてい

くと予想される．今後は，現在の災害リスクを考慮

しながら，輪中文化の保全や継承に取り組んでいく

べきである． 

 

 

６．総括 

本稿では，水害常襲地である高田地区の変遷と現

在の課題を，過去の文献調査や水害対策の特徴を有

する建物調査を行い，その特徴や分布特性を把握し

た。調査の結果，居住地が微高地から旧河道上など

水害リスクの高い地域に変化していることがわかっ

た．また,石垣が崩れている住居も存在しており，地

区独自の輪中文化の衰退が進んでいる．地区では，

低地であった旧河道を埋め立てたことにより，内水

被害を受けるようになっているため，これからの地

区の居住地のあり方についても，災害リスクを考慮

しながら考えなければならない． 

今後の目標として，住民意識の調査と向上があげ

られる．本稿では，住民の意識調査はできていない

ため，今回得た地区の情報と課題をもとに，次年度

行われる高田地区のワークショップで意識調査を実

施し，住民の意識向上へとつなげていきたい． 

具体的な内容として，災害リスクの高い旧河道な

どの低地に住む住民に，その土地のリスクを認知さ

せ，そのうえで災害時の早期避難を呼びかけて意識

を向上させる．また，長期的な目標として，地区内

のまちの機能を集約させていくことがあげられる．

現在，地区の主要施設は下徳丸の微高地に多く存在

する．微高地にまちを集約させていき，将来的には

地区全体の居住機能を集約させていくべきである．

水害対策が多く残る場所では，輪中文化を残してい

くために，保全を続けていく必要もある． 

冒頭で述べた通り，いつ想定外の水害が起きるか

はわからない．甚大な被害を出さないためにも，過

去の記録や先人の知恵を現代へ継承し，これからの

まちづくりの提案へと繋げていくべきだと考える． 
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